
ᨺ⨨➉ᯘ䛾ᩚഛ䛜᳜⏕ᅇに䛘るᙳ㡪

Ϩ．ࡵࡌࡣ 

モࢡࢳ࢘ࢯ࢘➼のᨺ置➉林が㔪葉ᶞ人工林➼

ᑠ谷㑻・向㔝ᓧ平・ᐩἑ⿱子

ᨺ置された➉林のఆ᥇とそのᚋ生する➉の刈りᡶいによるᩚഛが、植生回に࠼る影響を5年㛫㏣㊧調査した。ᩚ ഛᚋ、

➉林はとࢇどの⟠所で⾶㏥ഴ向にあった。生➉の本数はධ➉林ᩚഛ地よりも多いഴ向にあったが、ᶞ㧗はあまりኚわ

らなかった。一方、᭦᪂広葉ᶞは、ධ➉林ᩚഛ地にẚ、種数、本数ともᑡないഴ向がみられたが、ᶞ㧗が㧗いഴ向がみ

られ広葉ᶞ林の回が㏿いことが示၀された。多種多様な広葉ᶞのᶞ種ᵓ成だったが、ࣃイ࢜ニア種の生Ꮡ本数が多いഴ

向がみられた。ୗᒙ植生の被ᗘは95㸣まで回し、බ┈的機能の回も㡰調と⪃࠼られた。 

キ࣮࣮࣡ࢻ㸸広葉ᶞ、生➉刈りᡶい、植生回、ᨺ置➉林ᩚഛ

࿘㎶森林や農地ධᣑ大していることがၥ㢟と

なり（㫽ᒃ・㮛 1��7㸹㫽ᒃ 2��6）、⌧ᅾ、බ的

な㈨㔠をってᩚഛが㐍められている（たとࡤ࠼、

いしかわ森林⎔ቃᇶ㔠業）。࿘㎶地ᇦの森林や農

地の➉のධᣑ大を防ࡄためには、ධのඛ➃

部でのᩚഛに加࠼て、その発生※となっている林

分でのᨺ置された➉林のᩚഛが必要である。しか

も、➉は地中で栄㣴⦾Ṫするために、ぶ➉のఆ᥇

のみでは生➉によってまたඖの➉林回して

しま࠺ため、➉をに⤯やすためには、数年㛫

の生➉の刈りᡶいが必要である（石⏣ら 1���㸹

⸨ら 2��5、2��8㸹㕥木ら 2��8）。石川県では平

ᕷ⏫ Ꮠ
27㯮℩1 加㈡ᕷ W 15 5007,500 11.1

2 能⨾ᕷ ⅉྎ➲䠍 102 NW 20 5006,400 12.2
3 能⨾ᕷ ⅉྎ➲䠎 W 5112 5006,400 9.6

成 24 年からのࠕ➨ᮇいしかわ森林⎔ቃᇶ㔠

業ࠖでの㔪葉ᶞ人工林ධした➉林（以ୗ、

ධ➉林）のᩚഛに加࠼、平成 29 年からのࠕ➨୕ᮇ

いしかわ森林⎔ቃᇶ㔠業ࠖにおいて、発生※と

なっている➉林（以ୗ、ᨺ置➉林）のᩚഛも⾜っ

ている。ධ➉林では、ᩚഛᚋの機能の回≧ἣ

を᳨ドするために植生回のモニタリンࢢ調査を

⾜い（ᑠ谷 2�18）、ᨺ置➉林においても同様にᩚ

ഛᚋの植生回のモニタリンࢢ調査を⾜っている。 

ධ➉林のᩚഛ㊧地では、ぶ➉のఆ᥇ᚋ㸰年㛫

の生➉の刈りᡶいで、➉の本数やᶞ㧗は刈りᡶ

い┤ᚋにῶᑡしたものの、ᚎࠎにቑ加するഴ向が

みられた（ᑠ谷 2�18）。一方、᭦᪂広葉ᶞは、種

数・本数ともにఆ᥇ᚋにᛴ⃭にቑ加したᚋ3～�年

4 ⓑᒣᕷ ᭶ᶫ䠍 93 S 30 7,800 1,100 11.1
5 ⓑᒣᕷ ᭶ᶫ䠎 125 SW 25 4003,700 9.6

Ẽᒇ6 䛛䜋䛟ᕷ 67 E 20 2008,000 12.6
㯮7 ὠᖭ⏫ 45 N 30 8007,900 12.5
ὸ⏣8 ὠᖭ⏫ 29 N 0 5009,000 13.6

75ᖹ㔝9 ὠᖭ⏫ SE 30 70012,000 12.1
10 㔠ἑᕷ ༓▼ 90 SE 0 10,400 1,600 10.0
11 ᐆ㐩ᚿỈ⏫ ᳃ᮏ W30 10 11,400 1,500 8.5
12 ⩚ᕷ 㮵ᓥ㊰ 26 SE 30 6006,400 14.7

⏣原 42 NE 20 7007,200 10.0
㇂⚄ E103 5 5007,300 12.3
ụᓮ 18 SW 5 9,200 2,300 10.6
᭮ᒣ 119 SE 15 05,400 12.1
༑㔛 125 SE 20 4,700 1,000 8.2
⊦ᖹ 105 5SW 7,600 1,200 11.0

25⛅ྜྷ W 25 60012,100 9.5
᪥㔝 E55 20 11,700 1,300

ぶ➉

13.1

⏕➉䠄ᮏ/ha䠅 ᯤ➉䠄ᮏ/ha䠅
No

ᶆ㧗
┤ᚄ䠄㼏㼙䠅

᪉
䠄㼙䠅

ഴᩳሙᡤ
䠄㼻䠅

13 ᚿ㈡⏫
14 ᚿ㈡⏫
15 ᑿᕷ
16 ✰Ỉ⏫
17 能登⏫
18 能登⏫
19 能登⏫
20 ⌔Ὢᕷ

⾲-1. ㄪᰝࡓࡋᨺ⨨➉ᯘᩚഛ㊧ᆅのᩚഛ前のᴫせ 

Kodani J、Mukono S、Tomisawa H (2�23) Effects of cutting and weeding of abandoned bamboo forests on 

vegetation recovery 
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Ϫ．⤖ᯝ 

2�1�年の㛤✵ᗘのか、2�21年の生➉の本数と

平ᆒᶞ㧗、および�年目の刈りᡶいの有↓をㄝ明ኚ

数に用い、ࣛンダ࣒効果には調査地をᣦ定した。

これらのゎᯒには、R（&RUe Team 2023）を用いて、

glmeU 関数（package”lme4”: Bates et al. 2023）

によってモࢹルをస成した。 

1．⏕➉のᮏᩘとᶞ㧗の᥎⛣

ᅗ�1は、2017～2021年までの2�か所の生➉

の平ᆒ本数と平ᆒᶞ㧗の᥎⛣である。2017年には

ぶ➉のఆ᥇ᮇがとࢇど⛅以㝆であったので、

生➉はᮍ発生であった。生➉の本数は、2018

年に᭱多(10�本�となったのࡕᚎࠎにῶᑡഴ向を

示した（2�21年㸸38本）。ᶞ㧗は2�19年（刈りᡶい
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図-1. ⏕➉のᖹᆒᮏᩘとᖹᆒᶞ㧗の᥎⛣ 

図-2. ぶ➉ᮏᩘと⏕➉ᮏᩘの㛵ಀ 

目以㝆はぼᶓࡤいで᥎⛣したが、ᶞ㧗は⥅⥆し

てቑ加ഴ向を示していた（ᑠ谷 2018）。また、ୗ

ᒙ植生の被ᗘもቑ加ഴ向であった（ᑠ谷 2018）。

このことから、ධ➉林のᩚഛでは➉のໃいを

⎍にῶ⾶さࡏることはできなかったものの、広葉

ᶞの᭦᪂や林ᗋの植生回は㐩成できたと⪃࠼ら

れる。 

そこで、ᨺ置➉林でのᩚഛが植生回にどのよ

な影響があったかを᳨ドするため、県内2�か所࠺

のᙜ業によるモニタリンࢢ調査地において、ぶ

➉のఆ᥇とそのᚋの生➉の刈りᡶいが植生回

に及ぼす影響を�年㛫調査したので報࿌する。 

ϩ．ㄪᰝᆅࡧࡼ࠾ㄪᰝ᪉ἲ 

 調査は、石川県内2�か所のᨺ置➉林ᩚഛ㊧地で

ある（表-1）。この業では、1年目にぶ➉をఆ᥇

し2～�年目は生➉を刈りᡶっている。ただし、

20か所のࡕ࠺�か所においては業⤊ᚋの⩣年

にも刈りᡶいを⾜っていた。 

 2�1�年⛅、それぞれのᩚഛ㊧地のᶆ‽的な❧地

᮲௳の⟠所に10㹫×10㹫のᅛ定ࢵࣟࣉトを1か所

設けた。ࢵࣟࣉト内では、生➉および㆑ูの可

能な実生のẁ㝵から㧗木性広葉ᶞの本数と㧗さを

調査した。  

 調査方法として、ࢵࣟࣉト内を2㹫࣓ࢵシュ（ྜ

ィ2�ᯟ）に区ษり、࣓ࢵシュごとに➉およびᶞ種

ูの本数と᭱大ᶞ㧗を 定した。さらに10㹫×10

㹫のࢵࣟࣉト内に1㹫�1㹫のᑠࢵࣟࣉトを�か所

（原๎として、中ᚰと�㝮）設け、植生被ᗘと A0

ᒙの被そ⋡をồめた。ᑠࢵࣟࣉトでは地上部1.5

㹫の㧗さで㨶║ࣞンズを用いてኳ✵写真を影

（&RROSL[�500 㸤  )LVKeye &RQYHUWHU )&�(8、 

0.21X、1LNRQ ♫）し、ග⎔ቃをᢕᥱした。ග⎔ቃ

は、影した写真から᪤Ꮡのኳ写真ゎᯒࢢࣟࣉ

࣒ࣛ &DQRS2Q 2（➉中 2�0�）をって㛤✵ᗘとし

てồめた。調査は、2017～2021年の⛅に⾜った。 

 広葉ᶞの᭦᪂≧ἣのゎᯒ方法として、2018年（ぶ

➉ఆ᥇2年ᚋ）および2021年（ぶ➉ఆ᥇�年ᚋ）の

᭦᪂広葉ᶞの種数、本数に関係する要ᅉを分ᯒす

るために、一⯡化⥺ᙧΰྜモࢹル（GLMM）をస成

した。2�18年の広葉ᶞの種数と本数を目的ኚ数に

した場ྜは、ぶ➉ᐦᗘ、ぶ➉の平ᆒ┤ᚄ、ぶ➉ఆ

᥇┤ᚋ（2�17年）の㛤✵ᗘをㄝ明ኚ数に用い、ࣛ

ンダ࣒効果には調査地をᣦ定した。また、2�21年

の広葉ᶞの種数、本数を目的ኚ数とした場ྜは、

図��．���7 ᖺの㛤✵ᗘと⏕➉ᮏᩘの㛵ಀ 
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2回目）に1ᗘ頭ᡴࡕになったが、そのᚋቑ加ഴ向

を示した（2�21年㸸21�FP）。場所ごとに、ぶ➉（生

➉）の本数と生➉の本数の関係（ᅗ-2）を調

たとこࢁ、どࡕらも┦関関係はみられなかった 

(p!�����。2�18年は2�21年にẚࡤらつきが大き

く、ぶ➉本数の多いとこࢁで生➉本数の多い場
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100 8,025
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図-4. ᭦᪂ᗈⴥᶞのᖹᆒ✀ᩘとᖹᆒᮏᩘの᥎⛣ 
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図-7. ➉のᖹᆒᶞ㧗とᗈⴥᶞのᖹᆒᶞ㧗の㛵ಀ 

図-6. ᖹᆒ㛤✵ᗘとᗈⴥᶞのᖹᆒᶞ㧗の᥎⛣ 

図�5. 2017 ᖺの㛤✵ᗘとᗈⴥᶞのᮏᩘの㛵ಀ 

⾲-2. 㧗ᮌᗈⴥᶞのᶞ✀ᵓᡂのኚ 

0

10

20

3 0

40

5 0

0

20

40

60

80

100

120

140

2017 2018 20202019 2021

㛤
✵

ᗘ
䠄
䠂

䠅

ᗈ
ⴥ

ᶞ
ᶞ

㧗
䠄

cm
䠅 ᗈⴥᶞᶞ㧗

㛤✵ᗘ

ᖺ

－10－



0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

2017 2018 2019 2020 2021

ྜがみられた。また、2017年の㛤✵ᗘと2�18年お

よび2021年の生➉本数の関係でも┦関関係はみ

られなかった（ᅗ-3㸸p>0.05）。2018年ではࡤらつ

きが大きかったのにᑐし、2�21年では体に本数

がῶᑡし㛤✵ᗘによるᕪはᑠさいഴ向がみられた。 

2．ᗈⴥᶞの✀ᩘとᮏᩘの᥎⛣ 

ト内にฟ⌧した㧗木広葉ᶞの平ᆒ種数とࢵࣟࣉ 

平ᆒ本数の᥎⛣をᅗ��に示す。平ᆒ種数は2�1�年

に5.6種であったのが2018年に1��3種にᛴቑ（⣙

2��ಸ）したの2�21ࡕ年には12��種（2�18年から⣙

1���㸣ῶ）とᶓࡤいないしはややῶᑡഴ向となっ

た。平ᆒ本数は2�1�年に����本�1��੍であったの

が2�18年に2����本�1��੍にᛴቑ（⣙��8ಸ）した

ᚋ、一㌿してῶᑡഴ向を示し2021年には100.1本

/100੍となった（2018年から61.1㸣ῶᑡ）。2018

年の種数または本数を目的ኚ数とし、ぶ➉の本数

や┤ᚄおよび2�1�年の㛤✵ᗘをㄝ明ኚ数とする関

係性を GLMM でゎᯒした結果、種数ではどの要ᅉで

も有意な関係性はみられなかった（p>0.05）が、

本数ではぶ➉本数と㛤✵ᗘが正の、ぶ➉┤ᚄが㈇の、

それぞれ有意な関係がみられた（p<0.05）。一方、

2�21年の種数または本数を目的ኚ数とし、2017年

の㛤✵ᗘ、2021年の生➉の本数、生➉のᶞ㧗、

�回目の刈りᡶいの有↓をㄝ明ኚ数とする GLMM で

ゎᯒした結果、種数では生➉のᶞ㧗および�回目

の刈りᡶいの有りで㈇の関係がみられ、本数では

㛤✵ᗘが正の、➉の本数と3回目の刈りᡶい有りが

㈇の、それぞれ有意な関係性を示した（p<0.05）。

2�1�年の㛤✵ᗘと2�18年および2�21年の本数との

関係をみると、2�18年ではࡤらつきが大きく┦関

関係がみられなかった（p!����）のにᑐし、2021

年では有意な┦関関係がみられた（ᅗ-5㸹p<0.05）。 

3．ᗈⴥᶞのᶞ㧗とග⎔ቃの᥎⛣ 

 ᅗ��は、㧗木広葉ᶞの平ᆒᶞ㧗と平ᆒ㛤✵ᗘの

⤒年ኚ化を示している。平ᆒ㛤✵ᗘはᩚഛ┤ᚋ

�8㸣であったのがᚎࠎにῶᑡし�年ᚋには3�㸣と

なったのにᑐし、平ᆒᶞ㧗は、2�18年に1ᗘῶᑡし

たのࡕ一㈏して上᪼ഴ向を示した（2�21年㸸120cm）。

㛤✵ᗘと広葉ᶞの平ᆒᶞ㧗の㛫にはどの年におい

ても有意な┦関関係はみられなかった（p>0.05）。 

2�18～2�21年での➉の平ᆒᶞ㧗と広葉ᶞの平ᆒ

ᶞ㧗の関係をみると、2�18～2�2�年までは୧⪅に

有意な正の┦関関係がㄆめられた（ᅗ-�（たと࠼

�201、ࡤ年）㸸p<0.05）。しかしながら、2021年で

は┦関関係がみられなかった（p>0.05）。 
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図-8. ᖹᆒ᳜⏕⿕ᗘとᖹᆒ A0ᒙ⿕そ⋡の᥎⛣ 

4．ᗈⴥᶞのᶞ✀ᵓᡂの᥎⛣ 

 表-2は、2017年（ぶ➉ఆ᥇┤ᚋ）、2018年（ぶ➉

ఆ᥇⩣年）および2021年での㧗木広葉ᶞのฟ⌧㢖

ᗘ、平ᆒ本数および平ᆒᶞ㧗をฟ⌧種数��種の

2021年に本数の多かった上3�種で示していࡕ࠺

る。201�年には、ఆ᥇๓からฟ⌧していたとみら

れるシࣟダモ、ࣖࢶࣈバキ、࢞ࣟࢪࣛ࢘シといっ

たᖖ⥳広葉ᶞのか、࣡࢘ミズࣛࢡࢨやコシアࣈ

ࣛなどのฟ⌧㢖ᗘが㧗く本数が多いഴ向がみられ

た。それにᑐし、ఆ᥇⩣年（2�18年）にはアカ࣓

ノキ࣒ࢿ、イイギリ、࢘ンシࣙࢨシ࣡、カࣛス࢞

など、ఆ᥇๓にはみられなかった、いわࡺるࣃイ

ニアᶞ種がᛴ⃭にቑ加した。2021年には、アカ࢜

イイギリなどは2018、࢘ンシࣙࢨシ࣡、カࣛス࣓࢞

年の2以ୗにῶᑡしたものの、౫↛として本数は

上を༨めていた。また、キリ、࣡࢘ミズࣛࢡࢨ、

࢞アカ࣓、ࣛࢡࢨマࣖ、࢘ンシࣙࢨリ、カࣛスࢡ

シ࣡などがᶞ㧗の上を༨めた。ఆ᥇๓からᏑᅾ

していたシࣟダモ、࣡࢘ミズࢶࣈࣖ、ࣛࢡࢨバキ

などもฟ⌧㢖ᗘ、本数とも౫↛上を༨めていた。

��種の2�18、ࡕ࠺年から2�21年に༙数の1�種が本

数をῶらしたのにᑐし、ṧり༙数はቑ加または同

数であった。ቑ加したのは、シࣟダモ、ࢡマノミ

ズキ、アࣁ࢜ダといった㫽ᩓ布ᆺの種子をᣢつも

のが多かった。 

࿘㎶の広葉ᶞ林のඃ༨ᶞ種であるコナࣛは、ᩚ

ഛ5年ᚋの本数が135本/ha（3�種中1�␒目）でฟ⌧

㢖ᗘも35㸣とそれど㧗くなかった（表-2）。 

5．ୗᒙ᳜⏕と A0ᒙの⿕そ⋡のኚ 

 ᅗ-8は、平ᆒ植生被ᗘと平ᆒ A0ᒙ被そ⋡の᥎⛣

を示している。A0ᒙ被そ⋡は、➉のⴠ葉が多くみ

られたため、ඖࠎ㧗いまま᥎⛣していた。植生被

ᗘは、2�18年にᛴ⃭にቑ加したᚋ、一㈏して上᪼

ഴ向を示し2021年には9�㸣に㐩した。なお、植生

被ᗘに༨める➲➉の被ᗘのྜはᚎࠎにቑ加ഴ向
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を示し、2018年に9.5㸣だったのが、2021年には

2���㸣と2ಸにቑ加した。 

ϫ．⪃ᐹ 

➉の⏕≧ἣ 

 生➉の本数は、ぶ➉ఆ᥇┤ᚋにẚ5年ᚋには

体的にῶᑡしている（ᅗ-1）ことから、2年㛫の

刈りᡶいが効果的であったことが示された。生

➉の本数は、ึᮇにはぶ➉の本数の多い場所やග

⎔ቃのⰋዲな場所で多いがみられたが、�年ᚋ

にはそれらのᕪがᑠさくなっていた（ᅗ-2、3）こ

のことから、刈りᡶいはග⎔ቃに関係なく生力

をᢚไする効果があったと⪃࠼られる。㔪葉ᶞ人

工林でのධ➉ᩚഛ�年ᚋ（ᑠ谷 2018）とẚ㍑す

ると、生➉の本数は多いഴ向にあるが、平ᆒᶞ

㧗はぼ同ࡌであった（ᑠ谷 2018）。ただし、

ධ➉林ᩚഛ同様、ð 㧗は刈りᡶい2年目以㝆ᛴ⃭に

㧗くなっている（ᅗ-1）ことから、今ᚋさらにໃ

いをቑす可能性は⪃࠼られる。以上のことから、

ᩚഛᚋ生➉は、ධ➉林ᩚഛ地とぼ同ࡌഴ向

を示し、本数がῶᑡする༙㠃、ᶞ㧗成㛗は上向き

ഴ向であることから、今ᚋとも⥅⥆した┘どが必

要であると⪃࠼られる。 

ᗈⴥᶞの᭦᪂ࡿ࠼ᙳ㡪 

 㧗木広葉ᶞでは、種数が2年目にቑ加したᚋᶓࡤ

いとなり、本数も2年ᚋにᛴቑしたᚋᚎࠎにῶᑡす

るഴ向（ᅗ��）がみられ、それらの�年ᚋの数್は、

いࡎれもධ➉林ᩚഛ地（ᑠ谷 2018）での್にẚ

てᑠさくなっていた。2年目でのቑ加ഴ向はධ

➉林ᩚഛ地でもみられたが、�年目以㝆ᨺ置➉林で

ῶᑡഴ向にあるのは、ධ➉林にẚてアカ࣓࢞

シ࣡やカࣛスࢨンシࣙ࢘などのࣃイ࢜ニア種の本

数が体に༨めるྜが㧗いためと⪃࠼られる

（表-2）。ࣃイ࢜ニア種が多い原ᅉは、ධ➉林ᩚ

ഛ地にẚてぶ➉ఆ᥇ᚋのග⎔ቃがⰋዲなため

（ᑠ谷 2�18㸹ᅗ��）と⪃࠼られる。また、�年目

以㝆ῶᑡഴ向が㢧ⴭであったのは、ࣃイ࢜ニア種

が➇தにᙅいため、または刈りᡶいの影響をཷけ

やすかったためと⪃࠼られる。 

ᩚഛ�年ᚋの広葉ᶞの平ᆒᶞ㧗は120cm でධ

➉林ᩚഛ�年ᚋ（8�Fm）にẚて㧗かった（ᅗ-�）。

これは、同ࡌくぶ➉ఆ᥇㊧ᚋのග⎔ቃがⰋዲであ

ったためと⪃࠼られる。ᩚഛ┤ᚋの㛤✵ᗘをẚ㍑

すると、ධ➉林ᩚഛ地では1�㸣であったのにᑐ

し、ᨺ置➉林では48㸣（��2ಸ）である（ᑠ谷 2018㸹

ᅗ��）。ᩚഛ�年ᚋをẚ㍑しても๓⪅が1�㸣であっ

たのにᑐし、ᚋ⪅は��㸣（2��ಸ）でᖖにᨺ置➉林

ᩚഛ地では㧗い㛤✵ᗘが⥔ᣢされている（ᑠ谷 

2018㸹ᅗ-�）。ᨺ置➉林ᩚഛ5年ᚋの生➉のᶞ㧗

はධ➉林ᩚഛ�年ᚋ（ᑠ谷 2�18）ととࢇどኚ

わらなかったことを⪃࠼ると、ධ➉林ᩚഛ地で

の広葉ᶞの成㛗は、生➉に加࠼、㔪葉ᶞのṧᏑ

❧木の影響をཷけていることが⪃࠼られる。一方、

ᨺ置➉林での広葉ᶞの成㛗は生➉のみの影響と

なる。実㝿、広葉ᶞの平ᆒᶞ㧗と㛤✵ᗘの関係で、

ึᮇにはග⎔ቃの影響をཷけにくにかったにもか

かわらࡎ、�年ᚋにはዲ㐺な⎔ቃでᶞ㧗が㧗くなる

ഴ向がみられた（ᅗ-5）ことや、GLMM のゎᯒの結

果、�年ᚋの広葉ᶞの本数にᑐし、㛤✵ᗘが正の、

➉の本数とᶞ㧗が㈇の影響を࠼ていることから、

生➉のఙびがග⎔ቃをไ御し、広葉ᶞの成㛗に

影響を࠼ている（ᅗ-7）ことを示している。 

これらのことから、ᨺ置➉林のᩚഛ㊧地で᭦᪂

した広葉ᶞはධ➉林にẚて種数や本数はⱝᖸ

ᑡないが、ග⎔ቃが的にᨵၿし成㛗が㏿いため

に、広葉ᶞ林の回が㏿いと⪃࠼られる。 

ᗈⴥᶞのᶞ✀ᵓᡂのኚ 

 ᨺ置➉林ᩚഛ㊧地にฟ⌧した広葉ᶞのᶞ種ᵓ成

は、ᇶ本的にᡭධれ㊊人工林のᙉᗘ㛫ఆ地（ᑠ

谷 2�11）やධ➉林ᩚഛ地（ᑠ谷 2�18）にฟ⌧

したᶞ種ととࢇど同ࡌで、㔛山広葉ᶞ林にฟ⌧

するᶞ種であった（表-2）。これは、いࡎれもᶆ㧗

や❧地᮲௳がぼ同ࡌ場所に置しているためと

ᩚ。られる࠼⪄ ഛ�年ᚋにࣃイ࢜ニアᶞ種は大ᖜに

ῶᑡし、シࣟダモ、ࢡマノミズキ、アࣁ࢜ダなど

の㫽ᩓ布ᆺをᣢつᶞ種がቑ加するഴ向や、ఆ᥇๓

からの๓生ᶞと思われるシࣟダモや࢞ࣟࢪࣛ࢘シ

などᖖ⥳広葉ᶞの本数が⥔ᣢされている（表-2）

のもධ➉林ᩚഛ地と同様である（ᑠ谷 2018）。

このことから、➉林をᩚഛすれࡤ多種多様なᶞ種

の森林に回できる可能性が示၀される。ただし、

ᨺ置➉林ᩚഛ地では࿘㎶広葉ᶞ林のඃ༨種である

コナࣛのฟ⌧がධ➉林ᩚഛ地（780本/ha）より

ప調で、コナࣛをとした広葉ᶞ林の回の可

能性はపいか、またはその回に㛫を要すると

 。られる࠼⪄

ୗᒙ᳜⏕と A0ᒙの⿕そ⋡のኚ 

 水※ᾰ㣴機能やᅵ◁ὶฟ防Ṇ機能などබ┈的機

能のᣦᶆとして、ୗᒙ植生や林ᗋの A0ᒙのኚ化も

ᩚഛᚋの重要な注目Ⅼである。今回の結果では、
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ᑠ谷㑻（2011）林分管理および❧地⎔ቃが㔪葉

ᶞ人工林内の広葉ᶞの᭦᪂に࠼る影響．石川

県林業試験場研究報࿌ 43: 1-4 

ᑠ谷㑻（2018）㔪葉ᶞ人工林内にධした➉の

ᑠ ・ᑠ谷㑻（2008）林種およびୗᒙ植生

被ᗘが␗なる人工林のᅵተὶฟ㔞．石川県林業

試験場研究報࿌ 40: 27-28 

R Core 7HDP（2�23）5� language and environment 

for statistical computing. R Foundation for 

Statistical Computing、 Vienna、 Austria. URL 

http://www. R-project. Org/（2023年3᭶25日
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植生被ᗘはぶ➉ఆ᥇ᚋ一㈏してቑ加ഴ向を示し、5

年ᚋには平ᆒで9�㸣に㐩し、ධ➉林ᩚഛ地の

80㸣を上回っていた（ᅗ-8）。皆ఆされた➉林は、

ᨺ置された➉林にẚ㝆㞵による地表ὶが5分の1

にῶᑡし、ᾐ㣗ᅵተ㔞も�分の1⛬ᗘにῶᑡするが、

これには林ᗋ植生の有↓が影響しているとされて

いる（㇏原ら 2005）。また、㔪葉ᶞ人工林では植

生被ᗘが5�㸣๓ᚋに㐩すれࡤ被ᗘ2�㸣๓ᚋのᅵ◁

ὶฟ㔞の1㸣⛬ᗘにᢚ࠼られる（ᑠ・ᑠ谷 2��8）

とされている。このことから、多くのᩚഛ㊧地で

機能が回していると⪃࠼られる。ただし、➲➉

のྜがධ➉林ᩚഛ地にẚて㧗くなっている

（ᑠ谷 2�18㸹ᅗ-8）ことは、今ᚋ注どする必要が

あると⪃࠼られる。 

A0ᒙの被そ⋡も機能に関係することがᣦされ

ている（᭹部ら 1��2）。今回の結果では、ධ➉

林同様、ᩚഛ┤ᚋから㧗い್で᥎⛣している（ᅗ

-8㸹ᑠ谷 2�18）ことから、機能のኚ化に大きな影

響を࠼ていないかもしれない。 

 以上のことから、ᨺ置された➉林のᩚഛの結果、

➉の生力をᙅめることは可能であった。しかし、

生➉はに⤯࠼ておらࡎ、ᚎࠎにໃいをྲྀり

ᡠして᮶る可能性があるので、今ᚋ≧ἣをぢなが

ら㏣加の刈りᡶいが必要と⪃࠼られる。一方、㧗

木広葉ᶞはࣃイ࢜ニアᶞ種が多いഴ向にあったが、

多種多様なᶞ種が᭦᪂しており、ධ➉林ᩚഛ地

よりも成㛗が㏿く、広葉ᶞ林の回が᪩いと⪃

られた。また、植生被ᗘのᛴ㏿な㧗まりによっ࠼

てබ┈的機能も㡰調に回していることが示၀さ

れた。 
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